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研究要旨 
 HIV 感染症は早期発見・治療により感染拡大と発症を防止することが必要である
が、我が国では症状が出て初めて感染が判明する HIV 症例は総報告数の約 30％を
占める。そのうち就労世代は約 76％を占め、保健所等無料匿名検査を利用しにく
い就労世代において発症する前に HIV 感染を検知する機会が失われている恐れが
ある。 
 本研究では、労働安全衛生法第 66 条に基づき事業者が労働者に対して実施する
定期健康診断（規則第 44 条）において事業者に結果を知られること無く受けられ
る HIV 検査環境を健診施設に整備する方法の検討、健診受診者に最新の HIV 治療
の情報や支援制度・支援組織を紹介することによる HIV/エイズの啓発、定期健康
診断の機会に実施する HIV 検査を通じて潜在的な感染者を発見するための費用対
効果の評価を行う。 
 平成 29 年度は、健診センター・人間ドック施設（以下、健診施設）における HIV
検査の提供状況等、現状を調べるために全国の健診施設を対象としたアンケート調
査を行い、多くの健診施設で HIV 検査を受ける機会は提供されているものの、そ
の利用率は 0.16%と非常に低いことを明らかにした。また匿名 HIV 検査システム
の開発に関する検討を行い、匿名システムの構築は可能であるが、既に HIV 検査
を提供している健診施設には導入しづらいことを明らかにした。 
 平成 30 年度は、梅毒検査を健診機会に提供する根拠を得るため、国内で流行す
る梅毒トレポネーマ（TP）の遺伝子タイピングを行い、異性間性的接触で流行し
ている TP と男性同性間性的接触で流行している TP が異なる遺伝子型である事を
国内で初めて明らかにした。また健診施設における HIV･梅毒検査の試行の準備を
行い、健診施設で使用する HIV･梅毒検査の案内兼啓発資材を作成した。さらに健
診機会を利用した HIV 知識習得の有効性の推定を行った。 
 平成 31 年度（令和元年度）は、健診機会を利用した HIV 知識習得の有効性の推
定を前年に引き続き行い、調査集団においては HIV 知識習得の余地があり、検査
案内兼啓発資材における知識習得の効果が期待出来ることを明らかとした。また、
実際に無料 HIV･梅毒検査を提供しながら健診施設における検査の提供方法を検討
し、その中で新規 HIV 感染者を診断し、拠点病院での治療に繋げることができた。
さらに前年度実施した TP の遺伝子タイピングの際に日本国内で初めて発見したト
レポネーマの亜種 Treponema pallidum subsp. endemicum（TEN）の探索を行い、
前年と併せて合計 7 例の TEN 感染患者を同定した。 
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Ａ.研究目的 
 HIV 感染症は早期発見・治療により感染の
拡大と発症を防止することが必要であるが、
我が国では症状が出て初めて感染が判明す



 2

る HIV 症例が 2016 年の総報告数の約 30％
（1448 例中 437 例）を占め、そのうち就労
世代の 30〜59 歳は約 76％を占める。大阪府
内における我々の調査でも同様の結果が得
られている（川畑、南界堂通信 2013 年春号、
MASH 大阪編）。HIV 検査は保健所での無料
匿名検査を軸とするが、時間・空間的制約か
ら、就労世代にとっては利用しにくい。その
結果、発症する前に HIV 感染を検知する機
会が失われている恐れがある。 
 本研究では、労働安全衛生法第 66 条に基
づき事業者が労働者に対して実施する定期
健康診断（規則第 44 条）において匿名 HIV
検査を事業者に結果を知られること無く受
けられる環境を健診センターあるいは人間
ドック施設（以下、健診施設）に整備する方
法の確立、健診受診者に最新の HIV 治療の
情報や陽性者向け支援制度・支援組織を紹介
することによる HIV/エイズの啓発、定期健
康診断の機会に実施する HIV 検査を通じて
潜在的な感染者を発見するための費用対効
果の評価を行う。 
 平成 29 年度は次の研究を行った。 
(1) 健診センター・人間ドック施設における

HIV 検査の提供状況等の調査に関する
研究 

(2) ICT(Information and Communication 
Technology)を活用した健診施設向け匿
名 HIV 検査結果返却システム（以下、
匿名 HIV 検査システム）の開発に関す
る研究 

 平成 30 年度は次の研究を行った。 
(3) 流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイ

ピング 
(4) 健診センター･人間ドック施設における

HIV･梅毒検査の試行の準備 
(5) 健診センター･人間ドック施設で使用す

る HIV･梅毒検査案内の作成 
(6) 健診機会を利用したHIV知識習得の有効

性の推定 
 平成 31 年度（令和元年）は次の研究を行
った。 
(7) 健診機会を利用したHIV知識習得の有効

性の推定の続き 
(8) 健診施設における HIV･梅毒検査提供方

法の検討 
(9) Treponema pallidum subsp. 

endemicum（TEN）の探索 
 

Ｂ.研究方法 
(1) 健診センター・人間ドック施設における

HIV 検査の提供状況等の調査に関する
研究 
 本研究では、匿名 HIV 検査の受容性
の観点から、出張型の健診ではなく施設
型の健診（健診センターや人間ドック）
を対象とすることとした。施設型健診に
おける HIV 検査の提供状況と受容性を
把握し、また HIV 検査を試行可能な健
診施設を獲得するため、健診施設向けア
ンケート調査を実施した。 
 方法としては、日本総合健診医学会か
ら優良総合健診施設と認定を受けてい
る健診施設、あるいは日本人間ドック学
会の会員施設のうちインターネット上
に公開されている重複を除いた日本全
国の 1,784 ヶ所の健診施設を対象とし、
受診者が自ら希望して受けるオプショ
ン検査の項目も含め健診で HIV 検査を
実施しているかどうか等、自記式アンケ
ート用紙を郵送し、回収した回答を解析
した。質問内容については、東京医科大
学の福武勝幸先生（日本総合健診医学会
理事長）のご意見も伺い、質問項目に反
映させた。 
 大阪府内の施設を対象にした調査を
平成 30 年 2 月 8 日から 2 月 20 日まで
実施し、大阪府内の施設を除いた全国の
施設を対象にした調査を、平成 30 年 2
月 21 日から 3 月 9 日まで実施した。 

(2) ICT を活用した健診施設向け匿名 HIV 検
査システムの開発に関する研究 
 職域健診では、健診の依頼元である事
業所の厚生担当者等に検査結果を知ら
れてしまう恐れがあることが、健診にお
ける HIV 検査の利用を阻害する要因と
なることが想像できる。そこで、受検者
のみが検査結果を知る秘匿性の高い仕
組みを開発し、検査と結果通知を健診自
体とは別に実施する仕組みを構築する。
具体的には、(Ⅰ)ICT を利用した匿名
HIV 検査システムの開発、(Ⅱ)臨床検査
会社･健診システム開発会社へのヒアリ
ング調査、(Ⅲ)健診センター･人間ドック
施設のへのインタビュー調査を実施し
た。 
(Ⅰ)ICTを利用した匿名HIV検査システ
ムの開発では、これまで自発 HIV 検査
相談(VCT)に関わってきた経験と健診施
設を利用した際の経験をもとに、健診施
設において HIV 検査を匿名で受けるこ
とが可能となる様な検査システムを検
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討した。実際のシステム開発は秘密保持
契約を結んだ ICT 企業に外部委託を行
うこととした。 
(Ⅱ)臨床検査会社･健診システム開発会
社へのヒアリング調査では、匿名 HIV
検査システムが、健診施設で行われてい
る各種血液検査の情報や検体の流れを
阻害し現場に混乱をもたらすことが無
いかどうか、健診システム開発会社の担
当者と、健診施設が血清検査の外部委託
を行うことが多い臨床検査会社の担当
者にヒアリングを行った。 
(Ⅲ)健診センター･人間ドック施設のへ
のインタビュー調査では、健診事業の実
際や、様々な健診別の利用者集団の背景
を把握し、また、研究(Ⅰ)で検討した匿
名 HIV 検査システムが現場に導入する
に当たって、どの様な問題が考えられる
かを把握するために、健診施設の責任者
にインタビュー調査を行った。 

(3) 流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイ
ピングに関する研究 
 梅毒検査を健診機会に提供する根拠
として、梅毒トレポネーマの流行が一般
住民の男女に拡大している事を明らか
にするため、ゲイ･バイセクシャル男性
の梅毒疑い患者、異性愛の男女の梅毒疑
い患者から得た潰瘍滲出液のスワブ検
体あるいは尿検体合計95検体からDNA
を抽出し、梅毒トレポネーマ遺伝子のタ
イピングを実施した。 

(4) 健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 

健診施設において、実際に HIV 検査･
梅毒検査の試行を行うため、協力健診施
設を募り、実施に向けた協議を重ねた。 

(5) 健診センター･人間ドック施設で使用す
る HIV･梅毒検査案内の作成 
 健診施設における HIV･梅毒検査提供
時に広報資材兼啓発資材として健診利
用者全員に配布する検査案内を作成し
た。 

(6) 健診機会を利用した HIV 知識習得の有効
性の推定 
 広報兼啓発資材による知識習得の効
果を評価するには、知識提供前後の HIV
感染症に関する理解度を比較する必要
があるため、今年度は、健診センターの
受検者を対象に知識提供前の HIV 感染
症に対する理解を測る書面調査を行っ
た。 

(7) 健診機会を利用した HIV 知識習得の有効
性の推定の続き 
本研究では、健診施設において HIV･

梅毒検査を提供する事により、健診施設
を受診する全ての受診者に HIV･梅毒検
査案内パンフレットを配布し周知する
が、このパンフレットに HIV 感染症・
エイズの最新情報を掲載することで、受
診者全員への HIV･エイズの知識の普
及･啓発も目的としている。検査案内パ
ンフレットによる HIV に関する知識習
得の効果を評価するには、知識提供の前
後、すなわち検査案内の配布前と配布後
で、パンフレットで提供した HIV 感染
症に関する知識の理解度を比較する必
要がある。 
そこで、昨年度、健診施設の受診者を

対象とした知識提供前、すなわち HIV
検査案内配布前の HIV 感染症に対する
理解度を測るアンケート調査を実施し
たが、回収できた回答済みアンケートの
数が十分な解析を行うには少なかった
ため、本年度も引き続きアンケート調査
を行い、啓発（知識習得）前の事前評価
を行うためのアンケート回答の収集を
行った。 

(8) 健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 
健診機会に HIV 検査･梅毒検査を提供

するため、昨年度より協議を重ねてきた
那覇市医師会生活習慣病検診センター
（以下那覇市医師会検診センター）にお
いて、前述のアンケート調査の終了後の
8 月より健診受診者に発送される問診票
の郵便物に HIV･梅毒検査のパンフレッ
トの同封を開始した。パンフレットには、
HIV･梅毒検査の説明や申込み方法のほ
かに、「HIV 感染症･エイズはもはや『死
に至る病』では無い」「一日一回一錠の
服薬で治療可能」「検出限界以下ならパ
ートナーに HIV が感染しない」といっ
た HIV 感染症･エイズの印象を改善する
HIV 治療の最新情報と、「検査結果はあ
なただけにお伝えします」「健康診断の
依頼元であるあなたの会社の人などに
は、検査結果も、検査を受けたことも決
して伝えません」といった、受検したこ
とや結果が秘匿される内容を明記した。 
提供する HIV 検査は第４世代の抗原

抗体スクリーニング検査、梅毒検査は
TP 抗体検査とし、検査は民間検査会社
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に外部委託した。 
検査結果の返却は、2 つの検査が両方

陰性の場合は、圧着ハガキ（一度めくる
と元に戻せない、貼り合わされた用紙で
できており、同居者ののぞき見に対して
抑止効果があると考えられる）によって
受検者本人宛に、親展で郵送し、プライ
バシーに配慮した。どちらかの検査結果
が陽性の場合は、本人に電話等で連絡を
とり、那覇市医師会検診センターを訪れ
るよう理由を告げずに促し、来所後は、
医師による結果通知、告知を行った。
HIV スクリーニング検査が陽性の場合
は、研究協力が得られた那覇市保健所を
紹介し、HIV 確認検査を受けるように勧
めた。梅毒 TP 抗体が陽性の場合は、梅
毒の治療を行っている、地域の診療所を
紹介し、受診を勧めた。 

さらに、HIV･梅毒検査受検者に対し、
受検理由等を問うアンケート調査を実
施した。アンケートは匿名・自記式で、
健診当日に協力を依頼し、同意が得られ
た人より回答を回収した。 

(9) Treponema pallidum subsp. endemicum
（TEN）の探索 
 我々は昨年度、検診機会に梅毒検査を
実施する根拠として、国内で流行する梅
毒が一部の性的リスクを抱える集団だ
けで無く広く一般住民に流行している
ことを証明するため、梅毒疑い患者から
採取した検体から梅毒トレポネーマを
検出し、梅毒トレポネーマの遺伝子型別
を実施した。その結果、異性愛者の男女
で流行する梅毒トレポネーマの型と同
性愛男性の間で流行する型が異なるこ
とを日本で初めて報告し（ J Clin 
Microbiol.2019 
Vol.57(1),doi:10.1128/JCM.01148-18.）、
一般住民に対する梅毒検査勧奨の必要
性を明らかにした。その際、梅毒トレポ
ネーマに紛れて、風土病梅毒（ベジェル）
の病原体である Treponema pallidum 
subsp. endemicum（TEN）を 2 検体、
遺伝子型別により同定した。 
 そこで、今年度は梅毒疑い患者から同
意を得て採取した皮膚潰瘍病変滲出液
のスワブ検体あるいは尿検体の例数を
増やし、TEN の探索を行った。方法と
しては、昨年同様検体より DNA を抽出
し、Treponema pallidum で共通な遺伝
子（TpN47, polA）を増幅し、増幅のみ

られた検体 DNA より、tp0548 遺伝子と
tp0856 遺伝子を増幅し塩基配列を解読
し、この 2 つの遺伝子を繋いだ遺伝子系
統樹解析を行い TEN の同定を行った。 

 
Ｃ.研究結果 
(1) 健診センター・人間ドック施設における

HIV 検査の提供状況等の調査に関する
研究 
 web 上に公開されている日本総合健
診医学会の優良認定施設、日本人間ドッ
ク学会の会員施設で重複を除いた日本
全国の 1,784ヶ所に対しアンケートを実
施したところ、459 件の回答が得られ、
有効回答率は 25.7％であった。 
 アンケートの回答数は 459 件（回収率
25.7%）で、その内 HIV 検査を提供して
いる施設は 140 ケ所（30.5%）あった。
H28 年度の受診者数の合計は 9,863,642
名、そのうち HIV 検査を提供している
施設の受診者数の合計は 2,912,993 名
（29.5%）、HIV 検査受検者数の合計は
4,536 名であった（HIV 検査受検機会が
あった内の0.16%）。検査料金は0〜8640
円(税込)、中央値 2959 円であった。 
 HIV 感染者が見つかったことがある
と回答した施設は 5 施設あったが、3 施
設はスクリーニング検査で陽性であっ
たが、確認検査は行っていないとの回答
であった。4 施設目はスクリーニング検
査で陽性の場合はそのまま確認検査を
実施する事になっており、実際に HIV
感染者が確認されていたが、この施設は
自治体の保健所で実施している HIV 検
査を受託しており、HIV 陽性者はその検
査での事例であった。また 5 施設目は問
い合わせしたが回答が得られなかった。 
 検査の説明や結果報告は文書による
施設が多かった。HIV 検査を提供してい
る施設の多くが受診者からの要望を主
な導入理由に挙げ、一方、HIV 検査を提
供していない施設の多くが単にこれま
で導入する機会がなかったからと回答
した。陽性時の対応が困難だと感じたり、
検査前後のカウンセリング等の準備や
プライバシーの保護に不安を感じたり
して提供に踏み切れなかった施設や、
HIV 検査自体が健診になじまないと考
え提供していない施設も存在した。 

(2) ICT を活用した匿名 HIV 検査システムの
開発 
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(Ⅰ)ICTを利用した匿名HIV検査システ
ムの開発 
 健診機会における匿名 HIV 検査の情
報と検体の流れを整理し、匿名検査シス
テムの原案を作成した。ICT 企業からは、
原案は技術的には問題が無く、実現可能
とのことであったが、今年度、当研究の
採択時期が遅く、年度末までの期間が短
すぎたため、短い期間での当該システム
の開発受託は難しいという回答を複数
の ICT 企業から得た。 
(Ⅱ)臨床検査会社･健診システム開発会
社へのヒアリング調査 
 臨床検査会社の担当者と健診システ
ム開発会社の担当者からヒアリングを
行ったところ、すでに臨床検査会社等へ
検査の外部委託を行っている健診施設
では、検査を匿名化することは難しいこ
とが、また、すでに導入された健診シス
テムを利用している健診施設の場合、健
診システムを改修することは非常に難
しいことが明らかとなった。 
(Ⅲ)健診センター･人間ドック施設のへ
のインタビュー調査 
 健診施設の責任者２名に、健診施設全
般についてインタビュー調査を行った。
その結果、HIV 検査を健診機会を利用し
て提供することについては賛同が得ら
れた。また、もしも実際に HIV 検査を
健診で提供するなら、健診システム等の
準備にかなり時間がかかるが、検査を導
入すること自体についてはそれ程敷居
が高くないという回答が得られた。 

(3) 流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイ
ピング 
 検体 95 例中、TpN47 遺伝子あるいは
polA 遺伝子の PCR 法が陽性であった検
体は 36 例（37.9%）であり、その内訳
は異性愛男性が１８例、異性愛女性が１
１例、MSM が７例であった。梅毒遺伝
子の arp, tprE, tprG, tprJ, tp0548 を指
標に用いた Enhanced CDC -typing
（ECDCT）法と、tp0136, tp0548, 23S 
rRNA の 塩 基 配 列 を 指 標 に し た
Sequencing-based Molecular Typing
（SBMT）法を併用した結果、梅毒トレ
ポネーマ（Treponema pallidum subsp. 
pallidum）(TPA)の SS14 系統が 31 例
（86.1%）、TPA の Nichols 系統が 1 例
（2.8%）、TEN が 2 例（5.6%）であっ
た。また、感染経路が異性間性的接触の

検体では、14d/f-SSR8 の遺伝子型の
TPA が 78.6%と多くを占めており、特に
女性の検体の 90.9%がこの遺伝子型で
あった。一方、同性間性的接触の検体で
はこの遺伝子型の TPA は 1 例も認めら
れず、それ以外の多様な遺伝子型が検出
された。 

(4) 健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 
 協力の得られた那覇市医師会検診セ
ンターと協議を重ねた結果、以下のよう
な枠組みで健診利用者に検査の提供を
して頂けるようになった。 
･研究班開発の検査案内兼啓発資材の使
用。 
･HIV スクリーニング検査と梅毒 TP 抗
体検査の提供。 
･結果返却は陽性者については対面で、
陰性者は圧着ハガキによる本人宛親展
の郵送で実施。 
･陽性者は那覇市保健所に紹介し、那覇
市保健所にてカウンセリングと HIV 確
認検査･梅毒の定量検査を実施し、陽性
の場合は医療機関（拠点病院や専門医
院）に紹介する。 
 以上より、健診受診者への HIV･梅毒
検査の提供に向けて準備を進めて行く
ことになった。 

(5) 健診センター･人間ドック施設で使用す
る HIV･梅毒検査案内の作成 
読みやすさと堅く無い印象になるよ

う配色やイラストの使用にこだわった
案と、内容は等しく、検診施設のイメー
ジに合わせた案の２種類の検査案内兼
啓発資材を作成した。 

(6) 健診機会を利用した HIV 知識習得の有効
性の推定 
 那覇市医師会検診センターで行なっ
たアンケート調査には男性 48 名、女性
54 名、不明１名の計 103 名が参加し、
内閣府の調査対象と同様の性比であっ
たが、年齢構造には差が見られた。 
 HIV 感染症とエイズの関係の認識に
ついては、同じ事を意味すると思ってい
たという回答が一番多く、エイズの印象
については、死に至る病であるという回
答が一番多く、HIV 感染の原因について
は、無防備な性行為という回答が一番多
かった。HIV・エイズの最新情報の認知
度については、治療方法は進歩している
が、完治させる事はできず、薬を飲み続
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けなければならないという回答が一番
多く、HIV に感染したと思った場合の行
動については、診療所いや病院で相談す
るという回答が一番多く、保健所での匿
名・無料の HIV 検査の認知度について
は、知っているという回答と知らないと
いう回答が同数であった。保健所で HIV
検査を受けやすくするために重要な事
については、匿名・無料で受けられるこ
との周知という回答が一番多かった。 
 また、HIV とエイズの関係の認識につ
いて、18 歳から 29 歳まで、50 歳以上の
年齢群が、エイズの印象については 60
歳から 69 歳までを除いた全年齢群が、
HIV・エイズの最新情報の認知度は 30
歳以上の年齢群全てにおいて、HIV に感
染したと思った場合の行動については
18 歳から 49 歳までと 50歳から 59歳ま
で、保健所での匿名・無料の HIV 検査
の認知度については 18歳から59歳まで
に、内閣府の調査結果との大きな差が見
られた。 

(7) 健診機会を利用した HIV 知識習得の有効
性の推定の続き 

那覇市医師会検診センターの受診者
を対象とした知識提供前の HIV 感染症
に対する理解度を測るアンケート調査
を、十分なデータを得るため令和元年度
も継続して実施した。 

昨年度行なったアンケート調査には
性別不明の１名を除いた計 102 名が参
加し、年齢階層別の参加数は 18〜29
歳・19 名、30〜39 歳・28 名、40〜49
歳・25 名、50〜59 歳・21 名、60 〜69
歳・6 名、70 歳以上 3 名であったが、今
年度さらに計 329 名がアンケート調査
に参加し、年齢階層別の参加数は 18〜
29 歳・123 名、30〜39 歳・70 名、40
〜49 歳・67 名、50〜59 歳・47 名、60
〜69歳・17名、70歳以上 5名であった。 

(8) 健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 
 那覇市医師会検診センターにおいて、
健診受診予定者へ事前に発送する問診
票の封筒に、HIV 治療の最新情報と検査
を受けたことや結果が秘匿される内容
を明記した HIV･梅毒検査案内パンフレ
ットを同封し、令和元年 8 月 1 日より発
送を開始した。案内は毎月 1500〜2000
部発送し、11 月の末まで合計 7036 部を
発送した。各月の受検者数は、8 月が 77

名、９月は 205 名、10 月は 285 名、11
月は 283 名、12 月は 253 名であり、12
月末までで合計 1103 名が受検した。 
健診受診者数に対する HIV 検査受検

者の割合は、検査提供開始当初の 8 月は
平均 4.97%であり、一昨年度に当研究班
で実施した全国の健診施設向けアンケ
ート調査で判明した、健診施設で実施さ
れているオプション検査における HIV
検査の利用率 0.16%と比較して、十分に
高い割合であった。その後、９月は
10.01%、10月は12.49%、11月は 12.13%、
12月は11.67%と平均12.10%(10〜12月
まで 3 ヶ月間の平均)まで上昇し、検査
提供開始当初と比較して 2.43 倍に、全
国の健診施設のオプション HIV 検査の
利用率と比較して 75.6 倍になった。 

12 月末までに受検した 1103 名中、
HIV スクリーニング検査陽性者数は 1
名、梅毒抗体陽性者数は7名であった（重
複無し）。このうち、HIV スクリーニン
グ検査で陽性であった１名に関しては、
事前の計画通り那覇市医師会検診セン
ターにおいて医師が告知を行い、確認検
査を受けるよう那覇市保健所を紹介し
た。この受検者は那覇市保健所を訪れ、
確認検査を受検した。その確認検査の結
果、当該受検者が真の HIV 陽性者であ
ることが確認され、那覇市保健所におい
て HIV 感染の告知を受けた後、地域の
エイズ診療拠点病院を紹介された。後に
同拠点病院からの受診確認の知らせに
より、無事この拠点病院を受診し、治療
に繋がったことを確認した。 
梅毒検査で陽性となった 7 名は、那覇

市医師会検診センターにおいて地域の
診療所を紹介され、診断･治療のために
診療所を受診した。 
さらに、HIV・梅毒検査受検者に対し、

受検理由等を問うアンケート調査を実
施した。調査では、「年齢」「性別」「性
行為の相手の性別」「心配な感染症」
「検査を受けようと思った理由」「HIV
検査の経験」「過去に HIV 検査を受けた
場所」「検診時の HIV 検査を受けた理
由」「有料でも利用するか」「利用者の
増加に繋がる施策」について尋ねた。ア
ンケート調査は HIV･梅毒検査の提供が
軌道に乗った 12 月 1 日から開始し、12
月末までの約１ヶ月間実施した。この間
に HIV･梅毒検査受検者 241 名に協力を
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依頼し、190 名の同意を得て回答を回収
した。 

調査の結果、男性の 77%、女性の 75%
が HIV 検査初受検者であった。また、
男性受検者に占める MSM の割合は
7.8%で、MSM のうち 43%が HIV 検査
初受検者であった。検査を受けた理由は、
男女とも「検診のついでなので、検査が
受けやすかったから。」と回答した割合
が最も高く（男性 73%、女性 89%）、次
点が男女とも「無料だから。」であった
（男性 54%、女性 44%）。受検した理由
で３番目に多かったのは、「今まで検査
を受ける機会がなかったから。」（男性
23%、女性 38%）であった。また、有料
でも利用しようと思うか尋ねたところ、
「有料であれば利用しない。」と回答し
た人の割合が最も高かった（男性 59%、
女性 45%）。 

那覇市医師会検診センターにおいて
健診受診者に提供していた無料 HIV･梅
毒検査は、残念ながら研究予算の都合上
12 月末で打ち切らざるを得なかった。 

(9) Treponema pallidum subsp. endemicum
（TEN）の探索 
 梅毒疑い患者の病変部から本人から
同意を得て採取した病変部（潰瘍）の滲
出液のスワブ検体あるいは尿検体から
DNA を 抽 出 し た 。 こ の 検 体 の
Treponema pallidum 遺伝子の TpN47
領域と polA 領域の核酸増幅検査を実施
し、陽性となった 34 例について tp0548
遺伝子と tp0856 遺伝子の塩基配列を解
読し、遺伝子系統樹解析により 5 例を新
たに TEN と同定した。昨年度、国内で
流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タ
イピング研究を実施した際には、TpN47
領域と polA 領域の核酸増幅検査が陽性
となった36例中 2例がTENであったた
め、これまで解析した梅毒症例から得た
検体合計 70 例中 7 例（10.0%）が梅毒
トレポネーマ Treponema pallidum 
subsp. pallidum (TPA)ではなくTENで
あることが明らかとなった。 
 TEN 感染患者はいずれも MSM であ
り、海外渡航歴のない者も含まれており、
また海外渡航歴がある患者も渡航時期
と病期が一致しないため、国内感染が強
く示唆された。これらの TEN 感染患者
（ベジェル患者）を日本国内における
TEN 感染初事例として海外の専門誌に

報 告 し た （ Emerg Infect Dis. 
2019;25(8):1581-1583. 
https://dx.doi.org/10.3201/eid2508.181
690）。 

 
Ｄ.考察 
(1) 健診センター・人間ドック施設における

HIV 検査の提供状況等の調査に関する
研究 
 日本全国の健診施設 1784 ヶ所へのア
ンケート調査では、459 ヶ所(25.7％)の
施設から回答を得たが、郵送アンケート
調査の回収率の目安は概ね 25%前後と
いうアンケート調査会社の回収率とほ
ぼ同様で、近年の世上では妥当な数字で
あったと考えられた。 
 調査結果からは HIV スクリーニング
検査を提供している健診施設は 140 件
（31%）で、提供し始めた理由は受診者
からの要望があったから、が 124 件と一
番多いことから、健診施設は要望があれ
ば HIV 検査の提供を行える状況である
と考えられた。これら施設の健診全般の
利用者数の中で、HIV スクリーニング検
査を利用したのは、0.16%（4,536 名
/2,912,993 名）とわずかであったが、健
診受診者に HIV 検査のニーズがある事
が明らかとなった。HIV スクリーニング
検査希望者への検査前カウンセリング
等については、140 件のうち 22 施設が
口頭または書面で実施していた。今後、
健診機会を利用した HIV 検査の普及を
すすめていくのであれば、検査前カウン
セリングのあり方について検討が望ま
れる。 
 HIV スクリーニング検査の結果通知
方法については、「本人のみに通知」が
全体として多かった。また、その他の通
知方法を選択している施設の中には、本
人に要望により通知方法を決定してい
る施設や、本人のみに面談で知らせてい
る健診施設もあり、各施設で匿名性と告
知にかかる心理的側面について考慮し
ているものと考えられた。検査結果が陽
性であった場合の対応については、
「HIV スクリーニング検査のみで確認
検査は実施しない。」が 101 件と最も多
い回答であったが、「医師による結果説
明・告知」が 30 件、「拠点病院等他の医
療機関を紹介」が 26 件とその後のフォ
ローをしている施設も多くあった。HIV
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スクリーニング検査で陽性の場合、受診
者がその後に HIV 確認検査を受けたか
どうかを確認している健診施設は 17 件
あり、陽性の結果をうけて医療に繋げよ
うとする配慮があると思われる。今後も
陽性の結果が出た場合の支援について
は力を入れていくことが望まれる。 
 アンケート結果では、これまで自施設
の HIV スクリーニング検査を通じて
HIV 感染者が見つかった事があると回
答した施設は 5 施設あったが、他のアン
ケート項目の回答や電話での追加聞き
取り調査から、実際に HIV 感染者が確
認されたのは 1施設で、もう 1施設では、
アンケートでは WB 法と NAT(核酸増幅
検査)による確認検査を実施していると
回答した施設であるため、実際の HIV
感染者であった確度がかなり高いが、現
在問い合わせ中で、確認は取れていない
（他の3施設はスクリーニング検査のみ
陽性）。 
 HIV スクリーニング検査を提供して
いない健診施設の理由では、「これまで
導入（を検討）する機会が無かったから」
が 189 件と多く、機会があれば検討する
余地があると思われた。次に「陽性が見
つかった場合の対応が煩雑・困難だか
ら」が 118 件、「検査前後のカウンセリ
ング等、対応の準備に不安があるから」
が 98 件であり、健診機会を利用した
HIV 検査機会を拡大するには、施設が不
安なく HIV 検査の提供を開始できるよ
うなシステムや要項を提示することが
必要である。 
 健診施設では多くの受診者に対し
種々の幅広い項目の検査を短時間で効
率よく提供しなくてはいけない状況が
あるため、HIV 検査を実施する場合であ
っても、保健所の HIV 検査の様にきめ
細やかに対応することには限界がある。
その上で、健診機会に HIV 検査の提供
を進め、HIV 検査機会の拡大をはかるに
は、これまで行政や専門の医療機関が蓄
積してきた HIV 検査の事前事後・Q&A
等を含む資料を一般の医療機関や健診
施設にも活用できるように整理し、健診
施設の現状に即した HIV 検査の流れや
方法に加え、最新の疫学情報や治療の現
状を含めた情報も提示する必要がある
と考える。 
 HIV 感染者を発見するための費用対

効果の評価については、今回のアンケー
トのみでは困難だが、陽性者が検知され
ている頻度をふまえて、今後の検討につ
なげたいと考える。 

(2) ICT を活用した匿名 HIV 検査システムの
開発 
(Ⅰ)ICTを利用した匿名HIV検査システ
ムの開発 
健診における HIV 検査の結果は、確認
検査まで実施した結果を返却するのが
望ましいが、HIV 検査における確認検査
の陽性結果は診断的な意味合いが強く、
対面では無く、web 等で確認検査の陽性
結果を伝えることは、現状では時期尚早
だという意見もある。今後、広く議論し
ていく必要性があるが、web 等での結果
返却の利便性と秘匿性を考慮し、スクリ
ーニング検査の結果が陽性の場合で、確
認検査で陰性となった事例については、
確認検査の結果を加味し、陰性と結果を
返すことを提案したい。 
一方、対面では無くweb等を通じてHIV
検査の結果を返却する事は、法的には問
題とならないことを、弁護士への相談に
より確認した。 
(Ⅱ)臨床検査会社･健診システム開発会
社へのヒアリング調査 
臨床検査会社等へのヒアリング調査の
結果、既存の検査･健診システムと新た
に考案する匿名検査システムの併用は
難しいことが明らかとなった。しかしな
がら、健診施設へのアンケート調査の結
果より、すでに健診において HIV 検査
を提供している健診施設が少なくない
事から、職域健診の機会を利用し HIV
検査の提供を普及させて行くには、まず、
すでに HIV 検査を提供している健診施
設の協力を得て、匿名にこだわらず、事
業所へ検査結果が返却されないことを
担保した HIV 検査システムの提供を普
及させて行くことが大切だと思われた。 
(Ⅲ)健診センター･人間ドック施設のへ
のインタビュー調査 
複数の健診施設の責任者にインタビュ
ー調査を行った結果、健診施設における
HIV 検査の受容性が高い印象を得た。し
かし、HIV 検査を提供していない健診施
設では検査の提供の準備に時間がかか
るため、ある程度の余裕を見て提供を依
頼する必要があると思われた。また、研
究期間終了後も健診施設の事業として 
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HIV 検査の提供を続けて行くには、事務
費や人件費等も含めた採算が取れる料
金を健診施設が設定し、その額を研究費
で補助する方法が良いと思われた。 
匿名 HIV 検査システムは、完成後、現
在 HIV 検査を提供していない施設に検
査の提供を依頼する際に、検査の導入の
一つのオプションとしてその使用を提
案するのが有効であると示唆された。 

(3) 流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイ
ピング 

本研究の目的は、異性愛者の男女で梅
毒が感染拡大していることを証明する
ことであったが、大阪においては世界的
に感染が拡大している SS14 系統の梅毒
トレポネーマが、異性愛者の男女の間で
流行している事、さらに男性同性間性的
接触と異性間の性的接触では流行して
いる梅毒トレポネーマに差があること
を日本で初めて明らかにした (J Clin 
Microbiol.2019 Vol.57(1), 
doi:10.1128/JCM.01148-18.)。 

この成果を自治体に還元し、梅毒対策
として健診施設における HIV･梅毒検査
モデル事業を導入する様、働きかけてい
きたい。 

(4) 健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 
 今回、具体的な協力健診施設が得られ、
ゼロから実際に健診における HIV･梅毒
検査を提供する事が出来る様にまでこ
ぎ着けられたことで、他の健診施設へ協
力を呼びかけた場合に、それらの施設か
らの協力が得やすくなる効果も期待で
き、本研究において非常に大きな成果と
なったと考える。 

(5) 健診センター･人間ドック施設で使用す
る HIV･梅毒検査案内の作成 

資材に盛り込む必要のある啓発の語
句や表現については、ある程度予想でき
るが、啓発資材がどの様なデザインであ
れば、知識や受検者数の向上に寄与する
かは、実際に試用してみて、比較しなけ
れば、明らかにすることは難しいと考え
る。 

(6) 健診機会を利用した HIV 知識習得の有効
性の推定 

那覇市医師会検診センターで行った
アンケートにおける HIV とエイズの関
係の認識について、正しく理解していた
と回答した人数が少なかった。これは、

本研究の調査対象がまだ HIV の理解度
を高める事ができる余地がある事を意
味し、本研究の主題である、健診施設で
の HIV の知識習得の効果が期待される。
そして、低年齢群ほど、保健所などの相
談窓口に相談すると回答した人数が少
なかった。これは内閣府の調査結果と合
致する結果であった。若年層の一般市民
の保健所の活用の促進の為には、自治体
による情報提供等の活動が必要である
事が示唆される。 

(7) 健診機会を利用した HIV 知識習得の有効
性の推定の続き 
職域健診等、健診施設において実施さ

れる健診事業において、健診受診者に
HIV 検査を提供することは、新たな HIV
検査の提供機会として非常に重要であ
ると共に、その際に配布する HIV 検査
案内（健診 HIV 検査パンフレット）に、
最新の HIV 感染症･エイズ治療の情報を
記載することで、健診受診者に対して啓
発効果が生じると考えられ、そのことが
非常に重要だと我々は考えている。 
その啓発効果に関して検証を行うた

めには、検査案内の配布前と後とで、
HIV 感染症･エイズの知識に関する理解
度を測ることが重要である。 
昨年度と今年度のアンケート調査に

おいて、60 歳以上の回答数は十分な回答
数を得られなかったが、その他の年齢階
級においては、十分な数の資料が得られ
たと考えられ、次年度実施する、健診
HIV 検査パンフレットを読んだであろ
うと思われる健診受診者にアンケート
調査を行うことで、啓発効果の検証が可
能になると考えられる。 

(8) 健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 
令和元年８月より那覇市医師会生活

習慣病検診センターの協力のもと、健診
受診者に対し無料 HIV･梅毒検査の提供
を開始したところ、予想に反して高い割
合(約 12%）の受診者が利用した。この
ため、一年を通じて検査を提供するには、
研究費だけでは難しく、国のモデル事業
への自治体の参画が必要である事が明
らかとなった。また、今年度の受検者
1103 名中に 1 名の HIV 陽性者が新たに
診断された。健診施設であっても、長期
間、HIV 検査を提供し続ければ、いずれ
は陽性者が診断され、費用対効果の推計
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が可能と考えていたが、こんなに早く診
断されたのは、予想外の出来事であった。 

事前の十分な準備のおかげで、混乱す
ること無く本人に告知し、確認検査とそ
の後の治療に繋げることができ、また、
治療に繋がったことを確認することが
出来たことは、非常に価値があると思わ
れる。医療機関である健診施設において
HIV 検査を提供することの意義は、上記
のように HIV 陽性者を確実に治療へ繋
げることが可能な点であると我々は考
える。 

受検者アンケートの結果、検査を有料
で提供した場合、利用者が半数程度に減
少することが示唆された。しかしながら、
一方では、生涯初受検の割合が男女とも
75%以上であったり、男性受検者のうち
7.8%が MSM であり、そのうち 43%が
HIV 検査生涯初受検であるなど、これま
で検査を受けてこなかった層に HIV 検
査を提供できる可能性が示唆された。今
後は、より多数の受診者が利用可能な検
査提供方法を検討していく必要がある
と思われる。 

(9) Treponema pallidum subsp. endemicum
（TEN）の探索 

国内で流行する梅毒トレポネーマの
遺伝子タイピングを行う過程で風土病
性トレポネーマ症であるベジェルの病
原 体 Treponema pallidum subsp. 
endemicum (TEN)を国内で初めて発見
した。TEN は、形態学的・血清学的に
TPA、TPE、T. carateum と区別できず、
また感染初期の臨床症状が似ていると
報告されている。つまり、通常の抗体検
査では梅毒とベジェルの鑑別は出来な
いため、国内で流行している梅毒感染に
紛れて、TEN が感染拡大している可能
性がある。 

さらに、これらの病原体は少なくとも
99%のゲノム DNA 配列の相同性を有し
ていると報告されており、TpN47 領域、
polA 領域は、TPA と他の風土病性トレ
ポネーマ症の病原体の遺伝子と遺伝学
的に差が小さく、風土病性トレポネーマ
症を鑑別するには、TPA の遺伝子と相同
性の低い領域を標的とした核酸検査が
必要である。 

 
Ｅ.結論 
(1) 健診センター・人間ドック施設における

HIV 検査の提供状況等の調査に関する
研究 
 健診センター・人間ドック施設におけ
る健診受診者に HIV 検査のニーズがあ
り、受診者からの要望により HIV 検査
の提供を行い、実際に HIV スクリーニ
ング検査で陽性の場合は、その後に HIV
確認検査受検の有無を確認したり、医師
による結果説明・告知、専門医療機関の
紹介などを行ったりしている施設が存
在することが明らかになった。 
 健診機会を利用した HIV 検査の提供
を推進するのであれば、健診施設の現状
に即した HIV 検査の流れや方法を提示
する必要があると考える。 

(2) ICT を活用した匿名 HIV 検査システムの
開発 
 匿名 HIV 検査システムの開発に着手
した。今年度は研究期間が短く、受注可
能な ICT 企業は無かった。 
 平成 31 年度以降は、匿名 HIV 検査シ
ステムの開発や HIV 検査を提供してい
る健診施設における無料 HIV 検査の試
行、受検者向け啓発資材の開発を行い、
匿名 HIV 検査システム完成後は健診施
設における匿名 HIV 検査の試行を実施
したい。さらに、陽性率や費用対効果の
推計も実施する。 

(3) 流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイ
ピング 
 大阪地域の異性間性的接触で流行し
ている梅毒トレポネーマは、男性同性間
の性的接触で流行している梅毒トレポ
ネーマとは異なるタイプ（遺伝子型）で
あることを明らかにした。 

(4) 健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 
 これまで HIV 検査･梅毒検査を健診利
用者に提供していなかった健診施設に
おいて、検査を提供する直前までこぎ着
けた。今後、他の健診施設への波及効果
が期待される。 

(5) 健診センター･人間ドック施設で使用す
る HIV･梅毒検査案内の作成 
 手にした者の HIV と梅毒の知識習得
を可能とする、健診施設における HIV･
梅毒検査の案内資材を試作した。今後、
実際に使用し、その効果を検証する。 

(6) 健診機会を利用した HIV 知識習得の有効
性の推定 
 本研究の調査対象では HIV の知識習
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得に余地があり、健診施設での HIV の
知識習得の効果が期待される。 

(7) 健診機会を利用した HIV 知識習得の有効
性の推定の続き 
 令和元年度実施したアンケート調査
により、HIV 検査案内（健診 HIV 検査
パンフレット）によって HIV に関する
知識を提供する前の HIV 感染症に関す
る理解度を十分測定することができ、来
年度、健診受診者の HIV に関する知識
提供後の理解度を測定することで、知識
習得の効果を評価することが可能にな
ると考えられる。 

(8) 健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 
 協力健診施設において、無料 HIV･梅
毒検査の提供を開始したところ、予想に
反して多くの健診受診者の利用があっ
た。検査の提供がわずかな期間であった
にも関わらず、その間に新規 HIV 陽性
者を診断し、確実に治療に繋げることが
出来たことは意義が大きい。 

(9) Treponema pallidum subsp. endemicum
（TEN）の探索 
 日本国内で初めてベジェルの病原体
TEN の感染事例を発見し報告したこと
は、学術的･国際的にも大きな成果とい
える。 

 
Ｆ.健康危険情報 

報 告 内 容 : 本 邦 で 初 め て Treponema 
pallidum subsp. endemicum（TEN）に感染
した風土病性梅毒（bejel:ベジェル）の患
者 5名（全員が MSM）を、遺伝学的に確認
した。患者の中には渡航歴の無い者も含ま
れ、梅毒トレポネーマ（TPA）の流行に紛
れて TEN が国内で流行していることが懸
念される。 
情報源:Kawahata T, et al, Emerging 
Infectious Diseases, 2019, in press.
（accepted on 20-May-2019.） 
https://wwwnc.cdc.gov/eid/article/25/
8/18-1690_article 
情報に関する評価・コメント: 
グレードＢ情報（情報提供・経過注視） 
コメント（本邦において健康への影響があ
り、科学的根拠も明確だが、梅毒トレポネ
ーマと同じ治療法が有効であり、検査診断
も梅毒トレポネーマと同じ方法で可能で
ある為、緊急性に乏しい。） 
その他: 論文公開後、ゲイコミュニティを

通じゲイ･バイセクシャル男性へ情報提供
を行うことを検討している。 
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対する新規抗菌物質の開発. 第 31 回微
生物シンポジウム. 2019 年. 京都. 
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学術集会、大阪、2019 年 

25. 矢倉裕輝、渡邊 大、中内崇夫、櫛田宏
幸、西田恭治、宮部貴識、佐光留美、上
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26. 高野浩司、西本渓佑、山﨑弘輝、村上皓
紀、館 哲郎、木谷知樹、金村米博、中
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田恭治、上平朝子、白阪琢磨、テノホビ
ルアラフェナミド投与時のテノホビル
血漿トラフ濃度に関する検討、第 33 回
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50. 川畑拓也、小島洋子、古林敬一、口腔･
咽頭検体の梅毒トレポネーマ遺伝子 PCR
において梅毒陽性と誤認しかけた事例、
第 7 回日本性感染症学会関西支部総会、
大阪、2018 

51. 川畑拓也、小島洋子、古林敬一、モバイ
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第32回日本エイズ学会学術集会・総会、
2018 年 

70. 横幕能行、今橋真弓、伊藤俊広、山本政
弘、岡 慎一、豊嶋崇徳、茂呂 寛、渡
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総会、2018 年 

71. 岡﨑玲子、蜂谷敦子、佐藤かおり、豊嶋
崇徳、佐々木悟、伊藤俊広、林田庸総、
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太、寺前晃介、来住知美、廣田和之、伊
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